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講義名 研究演習Ⅰ（商・経）

森口 文博担当教員

後期 火曜日 ５時限開講期・曜日・時限講義コード 25233

ナンバリング・コ
ード

授業形態

概要説明

‐経営戦略論・アントレプレナーシップをベースに，ゼミ生の関心に応じてテーマを決めたいと思います．
‐対象はスタートアップ，ベンチャー企業をメインとしますが，中小企業も含め広くカバーする予定です．
‐演習分野のテーマ・対象を掘り下げて議論することを通じて，自分の力でを考え，説明・説得する力を養成します．
‐基本的な演習の構成は以下の通りですが、受講生の希望を勘案し、柔軟に運用していく予定です．

【研究演習Ⅰ（２回生・後期）】
‐「研究演習Ⅱ」「卒業研究」に向けた調査・ライティングの基礎知識を修得します．
‐ゼミ生の関心事項に基づき，経営戦略やアントレプレナーシップに関する文献を輪読します．

【研究演習Ⅱ（３回生）】
‐研究演習Ⅰに引き続き，経営戦略やアントレプレナーシップに関する文献を輪読します．
‐グループで調査活動に取り組んでいただき，最終的には研究発表会を予定しています．
‐上記の調査活動の成果を論文にまとめ，学生懸賞論文コンテストへのエントリーを予定しています．

【卒業研究（４回生）】
‐経営学における個々の関心事項からテーマを選定し，卒業研究に取り組んでもらいます。
‐自身の立てた問い（リサーチクエスチョン）を明らかにするための調査・分析を独力で進めていただきます．
‐教員は，ゼミ生に対して論文を書き上げるための指導を行います．

【その他（時期はゼミ生と相談）】
‐日本の企業家のアントレプレナーシップを学ぶために，大阪企業家ミュージアムの見学会を予定しています．
‐連携先が見つかれば，社会連携活動にも取り組みたいと考えています．

経営戦略論・アントレプレナーシップ

演習分野学部・学科

商学部および経済学部・全学科

主な卒業論文のタイトル

‐2023年度から開講のため、卒業生なし．

教員よりの要望

‐ゼミでの学習効果を高めるために，商学部の方は早めに経営戦略論AおよびBの履修をおススメします．
　経済学部の方は，早めに経営学入門の履修および経営戦略論の基礎テキストを１冊熟読いただくことをおススメします．

‐前提として受講生の皆さんの主体性を重要視します．

‐ゼミでの効果的な学びを得るために，事前準備をお願いすることになります．

‐ゼミ内での情報共有はMicrosoft Teams，Scrapboxを用いて運営します．
※選考が終わり次第Teamsを用いて先行運用する予定をしています．その他便利なITツールを使用しますので心得ておいてください．

‐挨拶・礼儀は最低限として励行するように努めてください．

選考方法

‐6～10名程度の受入を予定しています．
‐成績・提出書類・面接を判断材料とします．
‐「なぜこのゼミを選んだか」「何をこのゼミで学びたいのか」は必ず聞きますので，クリアな回答をお願いします．

評価方法

‐出席状況，ゼミ内での活動姿勢や取り組み，課題提出状況などにより総合的に評価します．

教員英字氏名 研究室

Fumihiro MORIGUCHI 研究棟Ⅰ　314

最終学歴

関西学院大学 専門職大学院 経営戦略研究科
※2023年4月時点　大阪公立大学経営学研究科後期博士課程在学中

学位

経営管理修士（専門職）〔関西学院大学〕

主な研究活動・社会活動・研究業績

【現在の研究テーマ】
‐ベンチャー企業の事業転換（ピボット）に関する研究
‐ベンチャー企業・中小近業の出口戦略・出口選択に関する研究
‐大学発ベンチャーの入口（起業・キャリア選択）に関する研究

【研究業績】
‐Researchmap（以下のリンク）にアクセスください．
　https://researchmap.jp/fumihiromoriguchi
‐もしくは「森口文博」とGoogle検索いただくとResearchmapのリンクが上の方に出てきます．

趣味・特技

‐スポーツ観戦
‐子どもと遊ぶこと
‐YouTube鑑賞

所属

‐商学部経営学科

‐日本ベンチャー学会
‐組織学会
‐企業家研究フォーラム
‐日本経営学会
‐The Association of Japanese Business Studies

専門分野

‐経営戦略論
‐アントレプレナーシップ

担当科目

‐経営学入門，現代ビジネス，経営戦略論A，経営戦略論B　など

備考

‐2023年度開設のゼミですので，第1期生の受け入れとなります．
‐ゼミの形を一緒に作り，盛り上げてくれる学生のエントリーをお待ちしています．

実務経験の有無及び活用

‐政府系金融機関での9年間の融資渉外・各種ソリューション提案の実務経験がありますので，
　ビジネス現場の実態も交えた講義展開ができます．

‐大学での産学連携支援、知的財産管理業務の経験があり，
　技術シーズがビジネスとして上市されるプロセスに携わった経験談を交えた講義展開ができます．

所属学会




